
 表 1 ： 年 収 の み 激 減  　  ( 単 位 ： 円 )

年 度
Ｎ Ｔ Ｔ 東

5 3 歳 年 収
持 株 会 社 の
内 部 留 保 金

株 主 配 当
総 額

2 0 0 1 7 6 1 万 8 2 ,8 1 3 億   8 0 6 億

2 0 0 2 7 2 1 万 7 4 ,2 3 1 億   8 0 2 億

2 0 0 3 6 9 4 万 7 4 ,5 6 1 億   7 9 2 億

2 0 0 4 7 2 2 万 8 1 ,1 9 1 億   9 2 0 億

2 0 0 5 6 7 5 万 8 4 ,1 5 5 億   8 2 9 億

2 0 0 6 6 7 0 万 8 6 ,9 8 8 億 1 ,1 0 5 億

2 0 0 7 6 7 9 万 8 8 ,3 5 2 億 1 ,2 3 5 億

2 0 0 8 ― ― 1 ,4 6 7 億

成
果
主
義
で
基
本
給
は

５
万
円
減
額

01
年
４
月
成
果
主
義
賃
金
の

導
入
に
よ
り
、
一
般
職
１
級
の

退
職
時
の
基
本
賃
金
は
、

約

42
万
円
か
ら
、
５
万
円

減
額
の
約

37
万
円
に
切
り

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
最
高
ラ
ン
ク
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
１
級
で
さ

え
、
成
果
主
義
の
導
入
後

は
、
約

45
万
円
に
し
か
到

達
し
な
い
低
賃
金
の
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

06
年
の
見
直

し

で

は

、

①

年

齢

賃

金

（
自
動
昇
給
）
の
廃
止
、
②
廃

止
し
た
年
齢
賃
金
の
一
部
と
扶

養
手
当
を
基
準
外
賃
金
と
し
て

ボ
ー
ナ
ス
を
さ
ら
に
減
額
し
ま

し
た
。

成
果
主
義
で
退
職
金
は

500
万
円
減
額

退
職
金
へ
の
成
果
主
義
の
導

入
で
は
、
成
果
主
義
の
影
響
の

少
な
い
08
年
３
月
退
職
し
た
一

般
職
１
級
と
比
べ
て
、
成
果
主

義
導
入
後
の
退
職
金
は
Ｃ
評
価

が
連
続
し
た
場
合
、
500
万
円
も

低
い
金
額
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

50

歳

で

の

退
職

・

大

幅

賃

下
げ

・

再

雇

用

制
度

の

導

入

よ

り
賃

金

は

激

減

し
ま

し

た
。成

果
主
義
は
欠
陥
製
品

退
職
・
再
雇
用
の
廃
止

こ
の
よ
う
に
、
成
果
主
義
は

会
社
業
績
が
好
調
で
あ
っ
て
も
、

人
件
費
の
削
減
を
狙
っ
て
導
入

さ
れ
た
制
度
で
す
（
表
１
参
照
）
。

今
回
の
見
直
し
案
で
は
、
こ

う
し
た
激
減
し
た
賃
金
構
造
は

そ
の
ま
ま
に
し
て
、
さ
ら
に
、

２
級
か
ら
１
級
へ
の
昇
格
の
際

に
、
「
昇
格
さ
せ
る
『
入
学
基

準
』
を
満
た
し
た
者
の
中
か
ら

行
う
」
と
の
、
評
価
者
の
さ
じ

加
減
で
決
ま
る
曖
昧
な
提
案
に

な
っ
て
お
り
、
人
事
・
評
価
制

度
が
、
よ
り
不
透
明
さ
を
ま
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
成
果
主
義
は
、
ど

ん
な
に
成
果
を
上
げ
よ
う
が
、

働
く
前
か
ら
、
半
数
の
人
が
平

均
以
下
の
Ｃ
・
Ｄ
評
価
に
し
か

な
ら
な
い
賃
金
制
度
で
す
。
退

職
・
再
雇
用
制
度
と
と
も
に
廃

止
を
め
ざ
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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強
い
ス
ト
レ
ス
は
、

う
つ
病
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
厚
生
労
働

省
の
調
査
（

07
年
）

で
は
、
労
働
者
の

58

％
が
強
い
不
安
や
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い

ま
す
。

日
本
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
の
原
事
務
局
長

に
よ
る
と
、
①
人
員
削
減
な

ど
で
過
剰
な
労
働
が
押
し
つ

け
ら
れ
、
う
つ
病
を
増
や
し

て
い
る
。
②
成
果
主
義
に
よ

り
社
員
同
士
が
競
争
を
あ
お

ら
れ
孤
立
し
て
い
る
、
な
ど

が
要
因
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

（
09
・
７
・
３
東
京
新
聞
よ
り
）

成果主義利用し
減給、退職迫る

通信部品メーカーの50代男性

社員は営業一筋で働いてきた。

不況の中でも実績は上げていた。

だが、3月、いきなり退職勧奨を

受けた。拒否すると、製造現場

への異動辞令がでた。

予兆はあった。人事評価が予

想外に低いランクになっていた。

もともと評価基準があいまいで、

上司次第の面があった。何度も

反論したが、従わざるを得なかっ

た。約900万円あった年収が2割

減る。2人の子供はまだ学生。住

宅ローンも残る。二重生活で減

収分以上の負担が家計にのし

かかる。

比較的高賃金の社員を対象に

早期退職を勧め、拒否すると降

格や配転。そんな「狙い撃ち」型

の退職強要や減給が広がる。

労働問題に詳しい弁護士は

「人件費の抑制を狙って成果主

義を導入した企業が、次第に特

定の社員をリストラする手段とし

て悪用するようになった。」と指摘

する。

（09.6.9 朝日新聞より）

働
く
前
か
ら
、
半
数
は
低
い
評
価

賃
金
激
減
の
構
造
は
そ
の
ま
ま

心の病と成果主義

Ｎ
Ｔ
Ｔ
よ
り
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
骨
子
は
、
①

一
般
資
格
等
級
を
２
つ
に
統
合
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
は
変
更
な
し
）
。
②
行
動
評
価
と
業
績

評
価
を
３
対
７
か
ら
５
対
５
に
す
る
、
な
ど
と
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も

働
く
前
か
ら
、
半
数
は
平
均
以
下
の
評
価
し
か
も
ら
え
な
い
仕
組
み
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

ひとりで悩まないで
あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか？

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラを受けた

■パワハラを受けた

□有給休暇がもらえない

■労働時間が延長された

□賃金が下げられた、他

秘密厳守
労働相談ほっとライン

03-6806-0255

成果主義見直し案



７
月
４
日
都
内
に
お
い
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
労
働
組
合
協
議

会
の
第
９
回
定
期
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
業

績
が
好
調
の
な
か
、
内
部
留

保
金
は
８
兆
８
千
億
円
、
株

主
配
当
は

08
年
度
は
約
１
５

０
０
億
円
に
も
達
し
て
い
る

（
１
面
の
１
表
）
。
②
そ
の

反
面
、
働
く
者
に
は

50
歳
退

職
・
大
幅
賃
下
げ
・
再
雇
用

の
押
し
付
け
や
、
成
果
業
績

主
義
賃
金
制
度
の
導
入
で
賃

金
は
激
減
し
て
い
る
。
③
さ

ら
に
正
規
社
員
を
不
安
定
雇

用
の
低
賃
金
劣
悪
労
働
条
件

の
非
正
規
労
働
者
と
置
き
換

え
て
い
る
、
な
ど
の
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
提
起
を
ふ
ま
え

大
会
討
論
で
は
、
「
保
坂
組

合
員
を
脊
髄
小
脳
変
性
症
の

妻
の
介
護
が
し
や
す
い
自
宅

近
く
の
職
場
へ
転
勤
さ
せ
る

闘
争
を
行
っ
て
い
る
。
全
国

の
働
く
仲
間
の
支
援
で
短
期

間
の
う
ち
に
１
万
５
千
名
の

署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
要
求
は
個
人
の
問

題
で
は
な
く
、
年
間

14
万
人

の
介
護
離
職
者
を
生
み
出
し

て
い
る
。
ま
さ
に
社
会
問
題

で
あ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
介
護
休

業
法
を
守
り
企
業
の
社
会
的

責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
」

な
ど
の
活
発
な
報
告
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
基
本
的
闘
争
方

針
と
非
正
規
労
働
者
と
の
連

帯
と
組
織
化
に
努
力
し
、
国

際
交
流
も
検
討
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
成
功
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

８
月

23
日
、
市
川
市
に
お

い
て
東
日
本
Ｎ
関
労
第
９
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、

09

年
度
運
動
方
針
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。

大
会
冒
頭
、
挨
拶
に
た
っ
た

斎
藤
執
行
委
員
長
は
「
Ｎ
関

労
結
成
か
ら
６
年
半
が
た
ち
、

毎
年
、
組
織
拡
大
も
さ
れ
、

春
闘
で
は
ス
ト
で
闘
う
体
制

を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。
保

坂
さ
ん
の
転
勤
を
勝
ち
取
る

署
名
は
全
労
協
を
は
じ
め
全

国
の
仲
間
か
ら
１
万
５
千
筆

を
戴
い
た
。
な
ん
と
し
て
も

保
坂
さ
ん
の
転
勤
を
勝
ち
取

り
た
い
。
今
後
は
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
、
分
会
を
基

本
に
更
な
る
運
動
の
強
化
と

Ｎ
関
労
の
発
展
に
向
け
共
に

頑
張
ろ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。来

賓
と
し
て
、
全
労
協
・
中

岡
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
新

社
会
党
千
葉
県
本
部
、
電
通

労
組
首
都
圏
支
部
、
郵
政
労

働
者
ユ
ニ
オ
ン
関
東
地
本
、

鉄
建
公
団
訴
訟
団
な
ど
が
出

席
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
信
労

組
か
ら
は
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
入
組
合
員
の
紹

介
、
大
会
討
論
は

09
春
闘
総

括
、
保
坂
さ
ん
の
転
勤
を
勝

ち
取
る
署
名
の
取
り
組
み
、

「

50
歳
退
職
・
再
雇
用
」
時

の
労
働
相
談
活
動
、
Ｐ
Ｃ
自

己
点
検
の
不
当
性
、
め
ぐ
み

薬
局
の
解
雇
撤
回
の
闘
い
、

等
々
の
報
告
・
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
種
議
案
は
満

場

一

致

で

採

択

し

終

了

し

ま
し
た
。
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冒
頭
、
草
ひ
と
つ
生
え
な

い
茫
漢
と
し
た
山
岳
地
帯

を
６
～
７
人
の
男
た
ち
が

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
（
黒
板
）

を
背
負
い
歩
い
て
く
る
。

土
色
の
景
色
の
中
で

黒
く
う
ご
め
く
集
団
。

こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
何
と
も
ユ
ー
モ
ラ

ス
。

こ
の
作
品
は
、
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
戦

争
の
爆
撃
で
学
校
を
失
い
村
々
を
渡
り

歩
く
教
師
た
ち
。
国
境
の
村
を
戦
争
で

追
わ
れ
戦
火
が
下
火
に
な
る
中
で
村
に

帰
ろ
う
と
す
る
老
女
と
女
子
供
の
集
団
。

そ
し
て
生
活
の
た
め
に
危
険
を
冒
し
ヤ

ミ
物
資
を
運
ぶ
子
供
た
ち
の
道
行
を
描

き
な
が
ら
、
全
て
を
奪
い
取
る
戦
争
と
、

そ
の
中
で
も
生
き
る
術
を
求
め
る
人
々

を
力
強
く
描
き
ま
す
。

教
師
は
教
え
る
べ
き
生
徒
を
求
め
黒

板
を
背
負
い
、
村
人
は
、
自
分
た
ち
が

生
活
し
た
村
を
求
め
歩
け
な
く
な
っ
た

老
人
や
子
供
を
背
負
い
、
子
供
た
ち
は

生
き
る
糧
を
求
め
て
ヤ
ミ
物
資
を
背
負

い
ま
す
。

そ
の
姿
は
絶
望
的
に
も
見
え
ま
す
が
、

ど
ん
な
状
況
の
中
で
も
人
間
の
力
強
く

前
を
見
据
え
て
生
き
抜
く
と
い

う
監
督
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

監
督
は
若
干

20
歳
の
女
性
。

幾
多
の
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
、

内
戦
に
揺
れ
、
人
々
の
死
を
目
の
前
で

体
験
し
た
か
ら
こ
そ
静
か
な
眼
差
し
で

戦
争
と
人
間
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

偽装請負、パワハラで
ＮＴＴデーター子会社に要求書

ＮＴＴデータ東京ＳＭＳ株式会社（ＮＴＴデー

タ子会社）は、偽装請負のうえ、パワハラや、厚

労省の「過労死ライン」月80時間を超える残業を

強いるなど、２名の派遣社員（当組合に加入）に

肉体的、精神的に重大な被害を与えました。

８月４日、Ｎ関労は同社に対し、①職安法・労

働者派遣法違反の事実を認めること②２名の当該

組合員に謝罪すること③同２名の組合員を直接雇

用すること④パワハラ・いじめに対する慰謝料を

払うこと、などを要求し団体交渉を申し入れまし

た。しかし、同社は、これを拒否したため公的機

関を通じて話し合いに応じるよう説得中です。以

下は、要求書の一部です。

貴社が行った職安法違反、労働者派遣法違反

の事実を認め、実態として「派遣先」である貴

社がその責任を果たす必要があると考えていま

す。昨年の松下ＰＤＰ大阪高裁判決等「黙示の

労働契約」として貴社の責任が重大であること

を認め、対応することを求めます。

映画紹介 ⑩

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
・
背
負
う
人

２
０
０
０
年

イ
ラ
ン
・イ
タ
リ
ア
合
作

運
動
に
自
信
、
さ
ら
に
前
進
を

保
坂
さ
ん
署
名
、
春
闘
、
非
正
規
労
働
者
問
題

大会報告

Ｎ
関
労
協
議
会

第
９
回
定
期
大
会

東日本Ｎ関労第９回定期大会


